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松山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
抜
刷
平
成
二
十
五
年
八
月
発
行
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
一
）
古
屋
壮
一
今
村
暢
好
研
究
ノ
ー
ト松山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
一
）
古
屋
壮
一
今
村
暢
好
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
（
一
）
―
―
『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
と
い
う
民
法
典
論
争
に
お
け
る
争
点
を
例
と
し
て
―
―
古
屋
壮
一
一
は
じ
め
に
1
復
刻
増
補
版
刊
行
の
経
緯
2
復
刻
増
補
版
の
内
容
3
本
稿
の
目
的
（
以
上
、
本
号
）
二
『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
を
め
ぐ
る
論
争
と
そ
の
影
響
1
旧
民
法
人
事
編
に
お
け
る
準
正
規
定
と
そ
の
立
法
趣
旨
2
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
と
断
行
派
の
主
張
3
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
準
正
規
定
4
「
民
法
典
論
争
の
余
波
」
と
し
て
の
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
非
嫡
出
子
相
続
分
不
平
等
規
定
の
創
設
三
若
干
の
検
討
1
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
に
関
す
る
若
干
の
検
討
2
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
二
149
一は
じ
め
に
1
復
刻
増
補
版
刊
行
の
経
緯
二
〇
一
〇
年
六
月
五
日
お
よ
び
六
日
に
本
学
に
隣
接
す
る
愛
媛
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
比
較
法
学
会
第
七
三
回
総
会
に
参
加
さ
れ
た
岡
孝
教
授
（
学
習
院
大
学
）、
沖
野
眞
已
教
授
（
一
橋
大
学
）（
当
時
）
お
よ
び
宮
下
修
一
准
教
授
（
静
岡
大
学
）（
当
時
）
が
、
本
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
本
学
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
加
藤
恒
忠
（
拓
川
）
の
胸
像
を
ご
覧
に
な
る
た
め
、
本
学
に
来
学
さ
れ
た
。こ
れ
は
、加
藤
拓
川
が
梅
謙
次
郎
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
1
）。
こ
の
と
き
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
高
等
商
業
学
校
開
校
か
ら
二
〇
一
三
年
で
九
〇
周
年
に
な
る
こ
と
に
話
が
及
び
、
岡
教
授
か
ら
、
創
立
九
〇
周
年
を
機
に
、
や
は
り
本
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
商
科
大
学
の
第
二
代
学
長
（
一
九
五
七
年
四
月
か
ら
一
九
六
三
年
一
二
月
ま
で
）
を
務
め
た
、
現
行
民
法
典
制
定
過
程
研
究
で
著
名
な
星
野
通
博
士
の
顕
彰
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
具
体
的
に
は
、
星
野
通
編
著
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）（
以
下
、「
四
四
年
版
」
と
い
う
）
を
増
補
の
上
復
刻
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
旧
民
法
典
公
布
、
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
の
勝
利
に
よ
る
旧
民
法
典
の
施
行
延
期
お
よ
び
法
典
調
査
会
に
お
け
る
旧
民
法
典
の
修
正
作
業
を
経
て
現
行
民
法
典
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
現
行
民
法
典
の
条
文
の
趣
旨
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
条
文
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
民
法
典
論
争
に
つ
い
て
、
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
論
文
や
意
見
書
等
を
ま
と
め
た
四
四
年
版
は
、
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
を
正
確
に
捕
捉
す
る
た
め
の
必
須
の
文
献
で
あ
る
。
ま
た
、
四
四
年
版
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
論
争
当
時
延
期
派
あ
る
い
は
断
行
派
の
拠
点
で
あ
っ
た
大
学
に
散
在
し
て
い
る
そ
の
論
文
や
意
見
書
等
を
調
査
収
集
す
る
こ
と
な
く
、
民
法
典
論
争
に
つ
い
て
分
析
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
収
集
は
、
現
在
で
も
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
四
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松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
一
）
三
四
年
版
五
四
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
「
社
説
新
法
典
概
評
」
の
う
ち
、
五
七
頁
下
段
一
行
目
ま
で
の
法
理
精
華
第
六
巻
三
五
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
六
月
一
日
発
兌
）
掲
載
分
に
つ
い
て
は
、
中
央
大
学
図
書
館
に
て
収
集
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
五
七
頁
下
段
三
行
目
か
ら
六
〇
頁
上
段
八
行
目
ま
で
の
法
理
精
華
第
七
巻
第
三
八
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
七
月
一
五
日
発
兌
）
掲
載
分
に
つ
い
て
は
（
2
）、
中
央
大
学
図
書
館
は
、
第
七
巻
第
三
八
号
を
筆
写
し
た
も
の
の
み
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
原
資
料
は
、
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
図
書
室
が
所
蔵
し
て
い
る
（
3
）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
じ
法
理
精
華
掲
載
の
論
文
や
意
見
書
等
（
一
六
頁
か
ら
六
〇
頁
ま
で
）
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
原
典
を
完
全
に
収
集
す
る
た
め
に
は
、
中
央
大
学
と
東
京
大
学
と
い
う
複
数
の
所
蔵
先
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
法
政
誌
叢
な
ど
、
四
四
年
版
の
原
典
で
あ
る
他
の
雑
誌
に
つ
い
て
も
い
え
る
（
4
）。
少
な
く
と
も
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
の
原
典
を
収
集
す
る
た
め
に
は
、
時
間
を
か
け
て
複
数
の
大
学
の
図
書
館
等
を
回
っ
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
地
方
在
住
の
研
究
者
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
に
な
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
星
野
博
士
は
四
四
年
版
の
刊
行
に
よ
り
、
民
法
典
論
争
当
時
発
表
さ
れ
た
主
要
な
論
文
や
意
見
書
の
原
典
を
収
集
す
る
研
究
者
の
労
力
を
軽
減
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
（
5
）。
こ
の
よ
う
に
、
四
四
年
版
の
重
要
性
と
そ
の
有
用
性
は
、
現
在
に
お
い
て
も
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
四
四
年
版
の
は
し
が
き
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
6
）、
星
野
博
士
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
前
後
と
い
う
社
会
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
（
し
か
も
コ
ピ
ー
機
な
ど
な
い
時
代
に
あ
っ
て
）、
教
え
子
で
あ
っ
た
宇
高
直
氏
お
よ
び
仙
波
正
彌
氏
と
と
も
に
、
民
法
典
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
論
文
や
意
見
書
等
を
中
央
明
治
の
両
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
ま
さ
に
「
血
の
に
じ
む
様
な
」
辛
苦
を
と
も
な
っ
て
筆
写
し
た
の
で
あ
り
（
7
）、
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
四
四
年
版
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
昭
和
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
そ
の
原
典
と
の
間
に
は
、
不
一
致
が
存
在
す
る
（
8
）。
ま
た
、
星
野
博
士
は
た
と
え
ば
、
四
四
年
版
三
三
頁
上
段
末
尾
に
、「
遂
に
入
手
不
能
に
し
て
筆
録
不
可
能
で
あ
っ
た
」
と
（
誠
に
無
念
そ
う
に
）
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
星
野
博
士
が
原
典
を
す
べ
て
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
部
分
的
な
筆
写
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
村
上
教
授
が
指
摘
さ
れ
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
四
147
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
（
9
）、
未
だ
理
由
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
四
四
年
版
一
五
二
頁
か
ら
は
じ
ま
る
「
法
典
実
施
断
行
意
見
」
の
よ
う
に
、
原
典
の
前
半
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
（
欠
落
し
て
い
る
）
も
の
も
存
在
す
る
（
10
）。
こ
う
し
て
、
四
四
年
版
は
、
民
法
典
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
論
文
や
意
見
書
等
を
収
録
し
た
大
変
貴
重
な
文
献
で
は
あ
る
も
の
の
、
資
料
集
と
し
て
の
精
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
述
の
岡
教
授
の
ご
提
案
は
、
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
そ
の
原
典
を
収
集
し
、
両
者
を
照
合
し
て
原
典
と
の
不
一
致
を
す
べ
て
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
星
野
博
士
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
原
典
を
収
集
し
て
そ
れ
を
追
録
し
、
欠
落
部
分
を
補
完
し
た
復
刻
増
補
版
を
刊
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
復
刻
増
補
版
の
刊
行
は
、
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
作
業
に
も
示
唆
を
与
え
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
学
創
立
九
〇
周
年
で
あ
り
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
二
〇
一
三
年
に
復
刻
増
補
版
を
刊
行
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
松
山
高
等
商
業
学
校
、
松
山
経
済
専
門
学
校
（
や
は
り
本
学
の
前
身
）
お
よ
び
松
山
商
科
大
学
に
至
る
ま
で
、
本
学
の
発
展
に
生
涯
を
捧
げ
た
星
野
博
士
の
顕
彰
と
な
る
の
で
あ
る
。
岡
教
授
の
ご
提
案
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
あ
っ
た
。
岡
教
授
か
ら
の
ご
提
案
を
受
け
、
二
〇
一
三
年
の
松
山
大
学
創
立
九
〇
周
年
に
向
け
、
本
学
創
立
者
（
新
田
温
山
、
加
藤
拓
川
お
よ
び
加
藤
彰
廉
の
三
恩
人
）
と
そ
の
周
縁
の
生
涯
を
再
考
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
真
実
、
実
用
、
忠
実
」
と
い
う
校
訓
『
三
実
』
の
内
容
と
そ
の
意
義
を
再
確
認
し
、
そ
の
成
果
を
教
学
に
還
元
す
る
企
画
に
つ
き
、
学
内
Ｇ
Ｐ
（G
ood
Practice
）
で
あ
る
ま
つ
だ
い
「
松
大
Ｇ
Ｐ
」
と
し
て
常
務
理
事
会
に
申
請
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
、
法
学
部
長
（
当
時
）
の
妹
尾
克
敏
教
授
お
よ
び
教
務
委
員
の
明
照
博
章
教
授
に
、
岡
教
授
の
ご
提
案
を
説
明
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
三
恩
人
や
そ
の
周
縁
の
利
他
の
志
と
『
校
訓
三
実
主
義
』
の
意
義
と
内
容
を
学
生
に
対
し
て
正
確
に
教
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
自
分
は
い
か
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
」
を
真
摯
に
考
え
る
機
会
を
学
生
に
提
供
し
、
学
生
の
勉
学
へ
の
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
卒
業
後
進
む
べ
き
道
を
学
生
自
ら
が
見
い
出
す
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（
一
）
五
能
力
を
涵
養
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
11
）。両
教
授
と
の
協
議
の
結
果
、松
山
高
等
商
業
学
校
か
ら
松
山
商
科
大
学
に
至
る
ま
で
、
三
恩
人
の
利
他
の
志
を
継
ぎ
、
そ
の
生
涯
を
本
学
の
発
展
の
た
め
に
捧
げ
る
と
と
も
に
、
民
法
典
論
争
の
本
質
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
星
野
博
士
は
校
訓
『
三
実
』
の
う
ち
真
実
（
自
ら
物
事
の
真
理
を
探
究
し
続
け
る
姿
勢
態
度
）
の
実
践
例
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
復
刻
増
補
版
の
刊
行
を
企
画
の
一
内
容
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
「
松
山
大
学
の
三
恩
人
と
そ
の
周
縁
の
再
考
証
―『
校
訓
三
実
主
義
』
の
再
検
証
を
め
ざ
し
て
―
」（
以
下
、「
松
大
Ｇ
Ｐ
」
と
よ
ぶ
）
を
常
務
理
事
会
に
申
請
す
る
こ
と
が
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
五
日
開
催
の
法
学
部
教
授
会
で
議
決
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
法
学
部
と
し
て
「
松
大
Ｇ
Ｐ
」
を
常
務
理
事
会
に
申
請
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
「
松
大
Ｇ
Ｐ
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
必
要
な
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
二
〇
一
三
年
度
ま
で
に
復
刻
増
補
版
を
刊
行
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
そ
の
原
典
を
照
合
し
て
判
明
し
た
不
一
致
や
欠
落
部
分
を
復
刻
増
補
版
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
①
そ
の
不
一
致
や
欠
落
部
分
を
修
正
す
る
た
め
に
四
四
年
版
を
す
べ
て
組
み
直
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
②
組
直
し
は
行
わ
ず
、
四
四
年
版
全
体
に
つ
い
て
は
写
真
製
版
と
し
、
四
四
年
版
に
続
け
る
形
で
不
一
致
を
一
覧
で
き
る「
対
照
表
」
や
欠
落
部
分
を
補
う
「
補
遺
」
を
掲
載
す
る
の
か
と
い
う
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
担
当
者
（
古
屋
）
は
、
十
分
な
知
恵
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
読
者
の
便
を
考
え
れ
ば
、
①
の
よ
う
な
復
刻
増
補
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
原
典
ど
お
り
に
組
み
直
す
と
な
る
と
、そ
れ
だ
け
で
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
、校
正
に
お
い
て
原
典
と
照
合
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
不
一
致
が
多
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
校
正
作
業
に
さ
ら
に
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
、
二
〇
一
三
年
度
ま
で
の
刊
行
が
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
な
る
と
ど
う
し
て
も
、
②
の
よ
う
な
方
針
を
採
用
す
る
方
向
に
傾
く
が
、
復
刻
増
補
部
分
の
「
対
照
表
」
を
参
照
し
つ
つ
四
四
年
版
部
分
の
論
文
や
意
見
書
等
を
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
、
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
そ
れ
自
体
を
読
め
ば
、
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
を
正
確
に
捕
捉
で
き
る
と
い
う
、
四
四
年
版
の
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
六
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利
点
は
、
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
岡
教
授
に
ご
相
談
申
し
上
げ
た
結
果
、
①
と
②
の
い
ず
れ
の
方
針
を
採
用
し
て
も
資
料
集
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
②
の
方
針
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
関
す
る
原
典
を
収
集
し
、
そ
の
資
料
と
原
典
と
の
照
合
作
業
（
対
照
表
作
成
作
業
）、
お
よ
び
星
野
博
士
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
原
典
の
追
録
（
補
遺
作
成
）
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
典
の
収
集
（
閲
覧
複
写
）
作
業
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
八
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
中
央
大
学
図
書
館
﹇
法
理
精
華
、
法
学
新
報
お
よ
び
国
家
学
会
雑
誌
﹈
（
12
）、
国
立
国
会
図
書
館
﹇
法
律
雑
誌
お
よ
び
法
治
協
会
雑
誌
﹈、
法
政
大
学
図
書
館
﹇
法
治
協
会
雑
誌
﹈、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）﹇
法
政
誌
叢
書
お
よ
び
明
法
誌
叢
﹈
お
よ
び
香
川
大
学
図
書
館
﹇
法
政
誌
叢
一
〇
四
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
三
月
二
五
日
発
兌
）
の
み
﹈
に
お
い
て
行
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
四
年
版
二
五
一
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
水
町
袈
裟
六
「
法
典
実
施
延
期
意
見
書
ニ
対
ス
ル
弁
駁
」
の
出
典
に
つ
い
て
（
13
）、
星
野
博
士
は
、
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
村
上
一
博
教
授
か
ら
情
報
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
國
學
院
大
學
図
書
館
梧
陰
文
庫
に
同
名
の
冊
子
体
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
九
日
に
、
同
大
学
図
書
館
に
て
そ
の
冊
子
体
を
調
査
し
た
（
14
）。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
所
蔵
先
を
把
握
で
き
な
い
で
い
た
法
政
誌
叢
一
〇
七
号
が
明
治
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
に
、
同
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
原
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
複
写
を
行
っ
た
（
15
）。
復
刻
増
補
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
右
の
各
機
関
に
は
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
後
二
〇
一
二
年
三
月
二
日
に
、
四
四
年
版
の
発
行
所
で
あ
る
日
本
評
論
社
の
西
川
好
量
氏
と
復
刻
増
補
版
の
刊
行
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
踏
ま
え
て
、
前
述
の
②
の
方
式
に
よ
る
復
刻
増
補
を
行
う
こ
と
が
確
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
四
四
年
版
を
す
べ
て
Ａ
3
サ
イ
ズ
に
拡
大
コ
ピ
ー
し
、
原
典
を
そ
の
コ
ピ
ー
の
す
ぐ
隣
に
置
い
て
、
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
一
文
字
ず
つ
原
典
と
照
合
し
、
原
典
と
の
不
一
致
が
あ
る
場
合
に
は
コ
ピ
ー
に
朱
筆
し
て
い
く
と
い
う
、
原
典
と
の
照
合
作
業
144
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
一
）
七
が
本
格
化
し
た
。
当
初
、
原
典
と
四
四
年
版
と
の
間
に
ど
れ
だ
け
の
数
の
不
一
致
が
存
在
す
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
さ
し
あ
た
り
、
四
四
年
版
の
一
四
頁
か
ら
六
〇
頁
ま
で
（
第
一
部
の
Ⅰ
と
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
原
典
と
の
あ
ら
ゆ
る
不
一
致
を
コ
ピ
ー
に
朱
筆
し
た
上
で
、
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
る
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
主
催
の
『
民
法
典
論
争
研
究
会
』
に
お
い
て
、
復
刻
増
補
作
業
の
担
当
者
（
古
屋
）
が
岡
教
授
、
沖
野
教
授
、
宮
下
教
授
お
よ
び
銭
偉
栄
准
教
授
（
当
時
）
に
照
合
結
果
を
報
告
し
、
復
刻
増
補
版
の
「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
す
る
不
一
致
の
範
囲
に
制
限
を
設
け
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
右
の
『
民
法
典
論
争
研
究
会
』
は
、
復
刻
増
補
版
刊
行
の
た
め
、
担
当
者
に
よ
る
原
典
と
四
四
年
版
と
の
照
合
結
果
の
報
告
を
受
け
て
、
原
典
の
読
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
照
合
結
果
を
点
検
し
、
両
者
の
不
一
致
を
網
羅
す
る
「
対
照
表
」
の
作
成
方
針
を
定
め
、
ま
た
、
担
当
者
よ
り
提
出
さ
れ
る
「
補
遺
」
等
の
原
案
に
加
筆
修
正
し
て
い
く
た
め
の
研
究
会
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
民
法
典
論
争
研
究
会
』
は
、
四
四
年
版
に
お
け
る
星
野
博
士
に
よ
る
解
題
「
旧
民
法
典
と
民
法
典
論
争
」
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
星
野
博
士
の
『
民
法
典
論
争
研
究
』
か
ら
現
在
の
民
法
学
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
か
考
察
す
る
た
め
の
研
究
会
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
復
刻
増
補
版
の
解
題
作
成
の
た
め
の
研
究
会
で
も
あ
る
と
い
え
る
（
16
）。
そ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
星
野
博
士
が
民
法
典
論
争
を
中
心
と
す
る
明
治
民
法
編
纂
過
程
研
究
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
研
究
会
で
解
明
す
べ
き
こ
と
が
ら
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
研
究
会
に
お
い
て
、
星
野
博
士
の
御
長
男
で
あ
る
故
・
星
野
陽
氏
（
松
山
大
学
名
誉
教
授
）
の
奥
様
で
あ
る
星
野
節
子
様
を
お
招
き
し
、
星
野
博
士
が
上
記
研
究
を
志
し
た
経
緯
や
博
士
の
お
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
年
五
月
一
九
日
の
研
究
会
に
は
博
士
の
御
次
男
で
あ
る
星
野
不
二
夫
様
を
、
ま
た
、
同
年
七
月
一
日
の
研
究
会
に
は
博
士
の
姪
に
あ
た
る
作
道
愛
子
様
（
作
道
洋
太
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
奥
様
）
を
そ
れ
ぞ
れ
お
招
き
し
、
同
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
17
）。
星
野
博
士
の
ご
親
族
は
、
復
刻
増
補
版
刊
行
を
快
諾
さ
れ
、
常
に
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
独
法
科
卒
業
後
す
ぐ
に
本
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
高
等
商
業
学
校
に
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
そ
の
後
の
生
涯
を
す
べ
て
本
学
に
捧
げ
た
星
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
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野
博
士
の
ご
遺
志
に
基
づ
き
、
本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
復
刻
増
補
版
刊
行
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
ご
親
族
の
皆
様
に
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
開
催
の
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
け
る
担
当
者
に
よ
る
部
分
的
な
照
合
作
業
結
果
の
報
告
を
通
し
て
、
①
原
典
に
は
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
「
読
み
や
す
さ
」
を
考
慮
し
て
あ
え
て
句
読
点
を
付
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
②
こ
の
こ
と
は
、
濁
点
、
略
記
号
（「
㽃
」
や
「
ヽ
」
な
ど
）
お
よ
び
異
体
字
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
18
）。
こ
れ
ら
の
四
四
年
版
と
原
典
と
の
不
一
致
は
、
膨
大
な
量
に
及
び
、
こ
の
不
一
致
を
す
べ
て「
対
照
表
」に
お
い
て
指
摘
す
る
と
、
「
対
照
表
」
を
参
照
す
る
読
者
の
負
担
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
不
一
致
は
「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
を
し
な
い
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
外
の
不
一
致
に
つ
い
て
は
す
べ
て
「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
（
19
）。
な
お
、
「
そ
れ
以
外
の
不
一
致
」
に
は
、
四
四
年
版
一
九
頁
上
段
三
行
目
の
「
長
所
」
の
よ
う
に
、
原
典
で
は
「
所
長
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
星
野
博
士
が
修
正
し
た
結
果
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
、
四
四
年
版
と
原
典
と
の
不
一
致
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
四
四
年
版
と
原
典
と
の
不
一
致
を
指
摘
す
る
「
対
照
表
」
の
作
成
方
針
が
定
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
だ
担
当
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
、
四
四
年
版
の
第
一
部
Ⅲ
、
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
原
典
と
の
照
合
作
業
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
担
当
者
に
よ
る
照
合
作
業
が
終
了
し
て
い
る
第
一
部
Ⅰ
と
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
け
る
原
典
の
読
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
担
当
者
が
指
摘
す
る
不
一
致
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
不
一
致
の
指
摘
漏
れ
が
な
い
か
ど
う
か
の
確
認
が
終
了
し
た
た
め
、
そ
の
確
認
結
果
を
す
べ
て
対
照
表
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
け
る
原
典
の
読
合
わ
せ
に
よ
る
確
認
作
業
は
、
そ
の
後
二
〇
一
二
年
内
に
七
回
開
催
さ
れ
た
民
法
典
論
争
研
究
会
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
す
べ
て
担
当
者
に
よ
っ
て
「
対
照
表
」
に
反
映
さ
れ
た
（
20
）。
さ
ら
に
、
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
民
法
典
論
争
関
係
資
料
の
う
ち
、
星
野
博
士
が
原
典
の
一
部
を
収
録
で
き
な
か
っ
た
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九
も
の
、
ま
た
、
何
ら
か
の
事
情
の
た
め
に
、
そ
の
一
部
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
が
発
見
し
う
る
す
べ
て
の
原
典
を
収
集
し
た
結
果
、
補
完
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
復
刻
増
補
版
に
お
い
て
「
補
遺
」
と
し
て
、
欠
落
部
分
を
収
録
す
る
べ
く
、
担
当
者
が
原
典
の
該
当
部
分
を
す
べ
て
、
原
典
に
忠
実
に
文
字
に
起
こ
し
た
。
こ
の
「
補
遺
」
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
原
典
と
の
不
一
致
が
な
い
よ
う
に
、「
対
照
表
」
作
成
作
業
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
二
〇
一
二
年
八
月
三
〇
日
開
催
の
民
法
典
論
争
研
究
会
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
、「
対
照
表
」
と
同
様
、
読
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
な
お
、
四
四
年
版
一
五
二
頁
か
ら
は
じ
ま
る
「
法
典
実
施
断
行
意
見
」
の
前
半
部
分
を
補
完
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
意
見
書
が
原
典
で
あ
る
法
治
協
会
雑
誌
一
一
号
（
明
治
二
五
〔
一
八
九
二
〕
年
七
月
三
日
発
兌
）
よ
り
も
早
く
冊
子
体
で
公
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
資
料
集
と
し
て
、
読
者
に
対
し
て
こ
の
冊
子
体
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
冊
子
体
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
も
「
補
遺
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
冊
子
体
の
紹
介
は
、
先
行
研
究
を
十
分
吟
味
し
た
上
で
な
さ
れ
、
書
誌
学
的
か
つ
法
制
史
学
の
観
点
か
ら
の
検
証
に
耐
え
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
担
当
者
に
そ
の
能
力
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
担
当
者
作
成
の
原
案
を
岡
教
授
、
沖
野
教
授
お
よ
び
宮
下
教
授
に
加
筆
修
正
し
て
い
た
だ
い
た
（
21
）。「
補
遺
」
に
つ
い
て
も
、
三
教
授
の
ご
助
力
な
く
し
て
は
到
底
完
成
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
の
民
法
典
論
争
研
究
会
で
は
、
た
と
え
ば
原
典
に
は
句
読
点
や
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
四
年
版
に
お
い
て
星
野
博
士
が
こ
れ
ら
を
付
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
表
記
に
お
け
る
原
典
と
の
不
一
致
を
す
べ
て
「
対
照
表
」
内
で
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
復
刻
増
補
版
に
「
補
注
」
を
設
け
て
表
記
方
法
の
不
一
致
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
補
注
」
は
、「
対
照
表
」
や
「
補
遺
」
に
織
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
と
そ
の
原
典
に
関
す
る
特
記
事
項
を
、論
文
や
意
見
書
ご
と
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、
四
四
年
版
の
資
料
ご
と
に
一
つ
の
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
四
四
年
版
一
四
頁
か
ら
一
五
頁
ま
で
の
「
法
典
編
纂
ニ
関
ス
ル
法
学
士
会
ノ
意
見
」
の
よ
う
に
、
照
合
し
た
原
典
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
22
）。
こ
の
「
補
注
」
も
ま
た
、
四
四
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版
や
原
典
の
表
記
に
関
す
る
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
誌
学
的
か
つ
法
制
史
学
の
観
点
か
ら
の
検
証
に
耐
え
る
べ
き
原
典
に
関
す
る
紹
介
も
含
む
こ
と
か
ら
、
担
当
者
の
原
案
を
岡
教
授
、
沖
野
教
授
お
よ
び
宮
下
教
授
に
加
筆
修
正
し
て
い
た
だ
く
形
で
作
成
し
た
。「
補
注
」は
、
二
〇
一
二
年
八
月
三
〇
日
開
催
の
民
法
典
論
争
研
究
会
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
検
討
さ
れ
た
。「
補
遺
」
同
様
、
三
教
授
の
ご
尽
力
な
く
し
て
は
、
復
刻
増
補
版
の
「
補
注
」
は
、
不
正
確
か
つ
不
適
当
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、「
対
照
表
」等
が
形
作
ら
れ
て
い
く
中
で
、
二
〇
一
二
年
九
月
八
日
開
催
の
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
い
て
、
復
刻
増
補
版
の
構
成
が
決
定
さ
れ
、「
補
遺
」、「
補
注
」、「
対
照
表
」
の
順
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
を
正
確
に
捕
捉
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
四
四
年
版
の
欠
落
部
分
が
補
完
さ
れ
、
原
典
が
網
羅
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
判
断
に
よ
り
、「
補
遺
」
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
原
典
と
の
不
一
致
を
整
理
し
て
指
摘
し
、
資
料
集
の
精
確
さ
を
さ
ら
に
増
す
べ
く
、「
対
照
表
」
が
「
補
遺
」
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
す
る
不
一
致
の
数
が
か
な
り
多
く
、
四
四
年
版
と
同
様
に
「
対
照
表
」
を
縦
書
き
で
掲
載
し
た
の
で
は
、
頁
数
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
や
む
を
え
ず
横
書
き
と
し
て
、
復
刻
増
補
版
の
後
ろ
か
ら
（
復
刻
増
補
版
の
奥
付
の
前
か
ら
）「
対
照
表
」
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
表
記
方
法
の
不
一
致
や
原
典
に
関
す
る
説
明
を
盛
り
込
ん
だ
「
補
注
」
が
、「
対
照
表
」
よ
り
も
前
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
「
補
遺
」、「
補
注
」
お
よ
び
「
対
照
表
」
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
日
に
デ
ー
タ
で
日
本
評
論
社
に
入
稿
し
、
初
校
刷
は
、
翌
月
の
一
八
日
に
担
当
者
の
元
に
到
着
し
た
。
四
四
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
原
典
と
の
担
当
者
に
よ
る
照
合
結
果
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
八
日
と
翌
二
九
日
の
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
い
て
も
読
合
わ
せ
が
終
了
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
初
校
で
は
特
に
「
対
照
表
」
中
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
不
一
致
の
確
認
と
、
追
加
す
べ
き
不
一
致
が
な
い
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一
一
か
ど
う
か
の
点
検
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
二
〇
一
二
年
の
年
末
の
研
究
会
で
は
、
岡
教
授
の
共
同
研
究
者
と
し
て
、『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』
の
作
成
に
携
わ
ら
れ
（
23
）、
同
Ｃ
Ｄ
版
所
収
の
「
梅
謙
次
郎
年
譜
」
を
執
筆
さ
れ
た
、
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
委
嘱
研
究
員
の
江
戸
惠
子
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
に
お
け
る
読
合
わ
せ
未
了
部
分
に
つ
き
、
岡
教
授
、
沖
野
教
授
、
宮
下
教
授
お
よ
び
銭
教
授
と
と
も
に
読
合
わ
せ
に
よ
る
再
照
合
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
江
戸
惠
子
氏
に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
会
に
お
け
る
読
合
わ
せ
を
も
っ
て
も
な
お
残
っ
た
未
了
部
分
に
つ
き
、
岡
教
授
、
宮
下
教
授
、
銭
教
授
お
よ
び
担
当
者
の
四
名
で
分
担
し
、
年
末
年
始
の
休
暇
を
返
上
し
て
再
照
合
作
業
を
正
確
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
（
24
）。
三
教
授
の
「
利
他
の
志
」
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
年
末
年
始
の
再
照
合
の
結
果
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
四
四
年
版
と
原
典
と
の
不
一
致
が
か
な
り
多
数
あ
っ
た
も
の
の
（
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
担
当
者
に
よ
る
照
合
作
業
が
甘
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
）
（
25
）、「
対
照
表
」
の
初
校
を
無
事
に
完
了
し
、
初
校
刷
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
に
担
当
者
か
ら
日
本
評
論
社
に
返
送
さ
れ
た
。
再
校
刷
は
、
同
年
一
月
二
二
日
に
本
学
に
到
着
し
、
担
当
者
は
、「
対
照
表
」、「
補
遺
」
お
よ
び
「
補
注
」
の
初
校
の
結
果
が
す
べ
て
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
丁
寧
に
確
認
し
た
（
26
）。
再
校
刷
は
、
同
年
二
月
四
日
に
日
本
評
論
社
に
返
送
し
、
念
校
刷
は
、
同
年
二
月
九
日
に
本
学
に
到
着
し
た
。
念
校
で
は
、
再
校
に
お
け
る
「
対
照
表
」
の
表
記
の
修
正
を
中
心
に
最
後
の
確
認
を
行
い
、
同
年
二
月
一
一
日
に
無
事
校
了
と
な
っ
た
。
復
刻
増
補
版
は
、
同
年
三
月
二
六
日
に
発
行
さ
れ
た
（
27
）。
2
復
刻
増
補
版
の
内
容
前
述
し
た
こ
と
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
簡
潔
に
復
刻
増
補
版
の
内
容
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
復
刻
増
補
版
は
し
が
き
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
①
復
刻
増
補
版
が
松
山
大
学
法
学
部
の
「
松
大
Ｇ
Ｐ
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
創
立
九
〇
周
年
の
節
目
に
星
野
博
士
を
顕
彰
す
る
べ
く
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
②
復
刻
増
補
の
学
問
的
責
任
は
、
担
当
者
で
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
一
二
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あ
る
古
屋
が
負
う
こ
と
、
③
四
四
年
版
の
復
刻
部
分
に
続
い
て
、「
補
遺
」、「
補
注
」
お
よ
び
「
対
照
表
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
復
刻
増
補
版
の
構
成
、
④
「
対
照
表
」
の
作
成
方
針
（
こ
れ
は
、「
補
注
」
の
説
明
で
も
あ
る
）、
お
よ
び
⑤
ご
親
族
へ
の
謝
辞
等
が
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
②
に
関
し
て
、
民
法
典
論
争
研
究
会
に
お
い
て
一
年
以
上
に
わ
た
り
（
校
正
に
あ
っ
て
は
年
末
年
始
の
休
暇
さ
え
も
返
上
し
て
）
復
刻
増
補
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
岡
教
授
、
沖
野
教
授
お
よ
び
宮
下
教
授
が
こ
の
作
業
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
は
、
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
復
刻
増
補
版
の
刊
行
が
松
山
大
学
法
学
部
の
学
内
Ｇ
Ｐ
事
業
の
一
環
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
ご
自
身
の
お
名
前
が
そ
の
は
し
が
き
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
固
辞
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
教
授
の
ご
助
力
が
な
け
れ
ば
復
刻
増
補
版
を
到
底
刊
行
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
担
当
者
は
も
ち
ろ
ん
、
松
山
大
学
法
学
部
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
の
構
成
員
全
員
が
直
ち
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
前
後
の
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
民
法
典
制
定
過
程
研
究
の
発
展
の
た
め
に
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
し
み
と
闘
い
な
が
ら
、
た
だ
た
だ
真
摯
に
教
え
子
と
と
も
に
民
法
典
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
論
文
や
意
見
書
等
を
筆
写
し
、
そ
れ
を
整
理
し
て
後
世
に
遺
し
た
星
野
博
士
を
衷
心
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
博
士
が
生
涯
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
本
学
の
名
誉
の
た
め
に
復
刻
増
補
作
業
に
担
当
者
と
と
も
に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
岡
教
授
、
沖
野
教
授
お
よ
び
宮
下
教
授
に
は
、
本
学
の
校
訓
『
三
実
』
の
う
ち
、
道
義
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
求
め
る
『
忠
実
』
の
理
念
か
ら
（
28
）、
せ
め
て
本
稿
に
お
い
て
そ
の
お
名
前
を
記
し
、
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。「
復
刻
増
補
版
は
し
が
き
」
の
末
尾
付
近
に
書
か
れ
て
い
る
「
二
月
一
〇
日
」
は
、
星
野
博
士
の
命
日
で
あ
る
。
さ
て
、「
復
刻
増
補
版
は
し
が
き
」
と
「
復
刻
増
補
版
目
次
」
の
後
、
四
四
年
版
（
第
一
版
）
を
写
真
製
版
で
完
全
に
復
刻
し
た
部
分
（
四
四
年
版
の
表
紙
と
奥
付
も
含
む
）
が
続
き
（
二
七
〇
頁
ま
で
）、
増
補
部
分
は
、
二
七
一
頁
の
「
復
刻
増
補
版
補
遺
」
か
ら
は
じ
ま
る
。
復
刻
増
補
版
で
は
、
引
用
の
便
を
考
慮
し
て
、
増
補
部
分
の
頁
番
号
は
、
四
四
年
版
の
頁
番
号
に
連
続
す
る
よ
う
に
し
た
。「
復
刻
増
補
版
補
遺
」
は
、
欠
落
の
あ
る
論
文
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
欠
落
を
補
完
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
の
論
文
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
補
完
し
た
か
は
、
二
九
二
頁
か
ら
三
〇
二
頁
ま
で
の
補
注
に
お
い
て
も
指
摘
し
て
あ
る
。
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一
三
た
と
え
ば
、
三
三
頁
上
段
末
尾
に
は
、「
本
論
文
は
第
四
回
（
四
巻
二
四
号
）
に
て
終
了
の
は
ず
な
る
も
、
同
号
は
遂
に
入
手
不
能
に
し
て
筆
録
不
可
能
で
あ
っ
た
―
編
者
」
と
の
星
野
博
士
に
よ
る
編
者
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
二
五
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
江
木
衷
「
民
法
草
案
財
産
編
批
評
」
に
つ
い
て
の
補
注
で
あ
る
補
注
（
8
）（
二
九
三
頁
下
段
六
行
目
か
ら
一
〇
行
目
ま
で
）
で
は
こ
れ
を
受
け
て
（
29
）、「
四
四
年
版
三
三
頁
上
段
末
尾
の
星
野
博
士
に
よ
る
注
記
に
つ
い
て
は
、【
補
遺
Ⅰ
】
を
参
照
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
二
一
八
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
「
法
典
実
施
断
行
ノ
意
見
」
の
よ
う
に
、
そ
の
末
尾
（
二
二
三
頁
下
段
末
尾
）
に
「
続
稿
入
手
不
能
の
た
め
全
部
を
筆
録
し
え
な
か
っ
た
。
―
編
者
」
と
い
う
星
野
博
士
に
よ
る
編
者
注
が
付
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
意
見
書
の
掲
載
誌
で
あ
る
法
律
雑
誌
の
八
八
三
号
よ
り
後
の
号
を
調
査
し
た
結
果
、
続
稿
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
（
欠
落
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
も
あ
る
。
続
稿
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
論
文
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
も
、
個
別
に
補
注
で
指
摘
し
て
お
い
た
（
30
）。
そ
し
て
、【
補
遺
Ⅴ
】
の
よ
う
に
、
原
典
と
の
照
合
の
結
果
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
事
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
落
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
記
事
と
記
事
の
間
に
民
法
典
論
争
に
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
場
合
に
は
、
読
者
の
参
考
に
供
す
る
べ
く
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
今
回
の
復
刻
増
補
作
業
は
四
四
年
版
の
欠
落
部
分
を
補
完
し
、
原
典
と
四
四
年
版
と
の
そ
れ
以
外
の
不
一
致
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
四
四
年
版
の
（
資
料
集
と
し
て
の
）
精
度
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
民
法
典
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
論
文
や
意
見
書
を
新
た
に
「
補
遺
」
に
収
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
31
）。
さ
ら
に
、
二
五
一
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
水
町
論
文
（
冊
子
体
）
に
関
す
る
【
補
遺
Ⅵ
】
は
（
32
）、
原
典
と
の
照
合
の
結
果
、
書
誌
学
的
お
よ
び
法
制
史
学
的
観
点
か
ら
特
に
収
録
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
、
冊
子
体
の
表
紙
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
水
町
袈
裟
六
に
よ
っ
て
墨
書
さ
れ
た
紙
片
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
九
一
頁
か
ら
は
じ
ま
る
「
復
刻
増
補
版
補
注
」
は
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
そ
の
原
典
を
照
合
し
た
結
果
判
明
し
た
、
①
表
記
に
つ
い
て
の
両
者
の
不
一
致
の
指
摘
、
②
照
合
に
用
い
た
原
典
に
関
す
る
説
明
、
お
よ
び
③
四
松
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四
年
版
が
写
真
製
版
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
た
た
め
に
そ
れ
に
追
記
で
き
な
か
っ
た
事
項
（
複
数
号
に
連
載
さ
れ
た
論
文
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
、
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
各
号
の
出
典
）
の
補
充
等
を
行
っ
て
い
る
（
33
）。
な
お
、
①
に
つ
い
て
、
星
野
博
士
は
、
原
典
が
漢
字
と
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
四
四
年
版
で
は
漢
字
と
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
不
一
致
も
補
注
に
お
い
て
示
し
て
い
る
（
34
）。
三
〇
三
頁
か
ら
は
、「
対
照
表
」
で
あ
り
、
四
四
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
や
意
見
書
等
と
原
典
と
の
不
一
致
を
「
復
刻
増
補
版
は
し
が
き
」
の
ⅰ
頁
か
ら
ⅱ
頁
ま
で
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
作
成
方
針
に
従
っ
て
一
覧
性
を
確
保
す
る
形
で
指
摘
し
て
い
る
（
横
書
き
で
あ
る
た
め
、
一
番
後
方
の
三
五
八
頁
か
ら
参
照
す
る
形
と
な
る
）。
約
一
七
〇
〇
箇
所
に
つ
い
て
不
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
読
者
に
は
復
刻
部
分
を
対
照
表
と
逐
一
対
比
し
つ
つ
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
（
35
）。
復
刻
増
補
版
の
最
後
に
は
、「
編
著
者
紹
介
」
と
復
刻
増
補
版
の
奥
付
が
あ
る
。「
編
著
者
紹
介
」
に
お
け
る
星
野
博
士
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
四
四
年
版
の
「
編
著
者
紹
介
」
に
お
け
る
そ
れ
を
星
野
博
士
の
退
職
記
念
論
集
等
を
参
考
に
更
新
し
（
36
）、
主
著
は
、
発
行
年
月
を
入
れ
る
な
ど
適
宜
四
四
年
版
の
記
述
に
若
干
補
足
す
る
形
で
記
載
し
た
。
3
本
稿
の
目
的
復
刻
増
補
版
の
刊
行
に
よ
っ
て
四
四
年
版
の
精
度
が
さ
ら
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
は
、
さ
ら
に
正
確
に
把
握
さ
れ
う
る
。
そ
れ
で
は
、
復
刻
増
補
版
を
用
い
て
民
法
典
論
争
の
実
体
や
争
点
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
、
い
か
な
る
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
民
法
典
の
条
文
解
釈
や
立
法
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
か
。
こ
の
問
い
は
、
復
刻
増
補
版
が
現
代
に
お
い
て
も
有
し
て
い
る
価
値
、
つ
ま
り
『
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
』
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
（
37
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
民
法
典
論
争
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
旧
民
法
典
の
具
体
的
な
規
定
に
着
目
し
、
復
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一
五
刻
増
補
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
民
法
典
論
争
当
時
に
発
表
さ
れ
た
論
文
や
意
見
書
等
を
用
い
て
、
こ
の
規
定
を
め
ぐ
る
延
期
派
と
断
行
派
の
論
争
を
整
理
分
析
し
た
い
。
そ
し
て
、
延
期
派
の
勝
利
に
よ
っ
て
旧
民
法
典
が
修
正
の
た
め
に
施
行
延
期
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
（
38
）、
当
該
具
体
的
な
旧
民
法
典
の
規
定
が
法
典
調
査
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
か
検
証
す
る
（
39
）。
こ
れ
に
よ
り
、
法
典
調
査
会
に
よ
る
旧
民
法
典
の
修
正
作
業
に
対
す
る
民
法
典
論
争
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
し
う
る
。
法
典
調
査
会
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
明
治
三
一
年
民
法
典
の
当
該
規
定
に
対
応
す
る
規
定
が
現
行
民
法
典
中
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
の
趣
旨
は
、
旧
民
法
典
や
民
法
典
論
争
ま
で
遡
っ
て
は
じ
め
て
正
確
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
法
典
調
査
会
に
よ
っ
て
当
該
規
定
が
実
質
的
に
は
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
規
定
を
め
ぐ
る
延
期
派
と
断
行
派
の
論
争
が
、
法
典
調
査
会
に
よ
る
新
規
定
の
創
設
と
い
う
形
で
、
明
治
三
一
年
民
法
典
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
旧
民
法
典
に
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治
三
一
年
民
法
典
で
新
設
さ
れ
た
規
定
で
、
か
つ
、
現
行
民
法
典
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
、
右
の
実
質
的
に
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
規
定
の
趣
旨
を
旧
民
法
典
や
民
法
典
論
争
ま
で
遡
っ
て
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
的
確
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
具
体
的
に
は
、
現
行
民
法
七
八
九
条
の
準
正
規
定
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
旧
民
法
人
事
編
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
論
争
が
行
わ
れ
た
の
か
検
証
し
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
同
規
定
の
修
正
内
容
も
明
ら
か
に
し
て
、
現
行
民
法
七
八
九
条
の
趣
旨
を
把
握
す
る
。
そ
し
て
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
同
規
定
が
実
質
的
な
修
正
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
え
る
場
合
に
は
、
同
規
定
を
め
ぐ
る
論
争
が
法
典
調
査
会
を
し
て
旧
民
法
に
は
な
か
っ
た
新
規
定
を
明
治
三
一
年
民
法
中
に
創
設
せ
し
め
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
、
そ
の
新
規
定
に
対
応
す
る
現
行
民
法
の
規
定
は
あ
る
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
現
行
民
法
七
八
九
条
や
新
規
定
に
対
応
す
る
現
行
民
法
の
規
定
の
趣
旨
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
民
法
典
論
争
の
内
容
を
正
確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
復
刻
増
補
版
が
現
代
に
お
い
て
も
現
行
民
法
典
の
条
文
解
釈
や
立
法
論
に
示
唆
を
与
え
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
ま
さ
に
、『
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
』を
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
三
号
一
六
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解
明
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
1
）
加
藤
拓
川
と
梅
謙
次
郎
と
の
親
交
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）」
松
山
大
学
論
集
二
三
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
八
三
頁
以
下
を
参
照
。
（
2
）
四
四
年
版
五
四
頁
下
段
の
出
典
表
記
で
は
「
同
第
三
八
号
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
「
同
」
は
直
前
の
「
第
六
巻
」
を
指
し
て
い
る
が
、
松
山
大
学
法
学
部
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
は
「
第
七
巻
第
三
八
号
」
の
誤
植
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
五
五
頁
の
対
照
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
3
）
こ
の
情
報
は
、
東
京
大
学
の
沖
野
眞
已
教
授
が
提
供
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
四
四
年
版
五
七
頁
下
段
三
行
目
か
ら
六
〇
頁
上
段
八
行
目
ま
で
に
つ
い
て
、
原
典
で
あ
る
法
理
精
華
七
巻
三
八
号
と
照
合
し
て
、
原
典
と
の
不
一
致
を
す
べ
て
確
認
し
、
復
刻
増
補
版
の
「
対
照
表
」
に
お
い
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
五
五
頁
を
参
照
）。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
4
）
法
政
誌
叢
の
場
合
は
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
と
明
治
大
学
博
物
館
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
大
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
民
法
典
論
争
関
係
の
文
献
の
調
査
に
お
い
て
は
、
明
治
大
学
博
物
館
編
『
明
治
大
学
博
物
館
資
料
目
録
第
六
三
号
明
治
期
法
律
図
書
目
録
―
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
手
塚
豊
博
士
旧
蔵
本
―
』（
明
治
大
学
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
）
が
有
用
で
あ
る
（
特
に
六
一
頁
か
ら
六
二
頁
ま
で
）。
ま
た
、
四
四
年
版
七
三
頁
上
段
か
ら
は
じ
ま
る
岸
本
辰
雄
「
法
典
発
布
ニ
就
テ
」、
お
よ
び
同
七
六
頁
か
ら
は
じ
ま
る
両
角
彦
六
「
新
法
ノ
発
布
ニ
就
テ
」
は
と
も
に
、
法
政
誌
叢
一
〇
七
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
五
月
一
〇
日
発
兌
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
松
山
大
学
法
学
部
の
調
査
で
は
、
同
一
〇
七
号
の
所
蔵
先
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
大
学
博
物
館
が
同
誌
に
つ
い
て
九
九
号
か
ら
一
三
五
号
ま
で
を
所
蔵
し
て
い
る
旨
、
村
上
一
博
教
授
（
明
治
大
学
）
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
（
村
上
一
博
「
明
治
法
律
学
校
機
関
誌
に
み
る
法
典
論
争
関
係
記
事
（
二
・
補
遺
）」
法
律
論
叢
七
九
巻
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
七
八
頁
、
お
よ
び
二
九
三
頁
か
ら
二
九
八
頁
も
参
照
）、
両
論
文
と
原
典
（
一
〇
七
号
）
と
の
照
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
村
上
教
授
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
5
）
岡
孝
「
松
山
大
学
法
学
部
学
術
講
演
会
拓
川
・
梅
謙
次
郎
と
星
野
通
―
星
野
通
編
著
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』
の
現
代
的
意
義
―
」
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
四
頁
を
参
照
。
な
お
、「
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
、
松
山
大
学
総
合
研
究
所
発
行
の
紀
要
で
あ
る
。
（
6
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
九
二
頁
上
段
後
ろ
か
ら
一
二
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
1
）
も
参
照
。
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一
七
（
7
）
星
野
通
編
著
『
民
法
典
論
争
資
料
集
（
上
）』（
研
究
彙
報
第
八
号
）（
松
山
高
等
商
業
学
校
商
経
研
究
会
、
一
九
四
二
年
）
二
頁
、
同
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
四
三
年
）
の
「
自
序
」
の
二
頁
を
参
照
。
（
8
）
今
回
の
復
刻
増
補
作
業
に
よ
っ
て
把
握
で
き
た
不
一
致
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
三
頁
か
ら
三
五
八
頁
ま
で
の
「
対
照
表
」
に
お
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
（
9
）
村
上
一
博
「
明
治
法
律
学
校
・
和
仏
法
律
学
校
に
よ
る
著
名
な
法
典
施
行
断
行
論
」
法
律
論
叢
七
六
巻
二＝
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
八
頁
を
参
照
。
（
10
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
七
九
頁
下
段
後
ろ
か
ら
三
行
目
か
ら
二
八
〇
頁
上
段
一
行
目
を
参
照
。
（
11
）
こ
の
企
画
の
趣
旨
は
、
週
刊
朝
日
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
日
号
（
一
一
月
二
一
日
発
売
号
）
七
六
頁
か
ら
七
七
頁
に
お
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
12
）
中
央
大
学
図
書
館
で
の
調
査
は
、
法
理
精
華
六
巻
三
五
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
六
月
一
日
発
兌
）
と
同
七
巻
三
八
号
（
明
治
二
三
〔
一
八
九
〇
〕
年
七
月
一
五
日
発
兌
）（
七
巻
三
八
号
は
筆
写
さ
れ
た
も
の
）
が
稀
覯
書
と
な
っ
て
お
り
、
中
央
大
学
関
係
者
の
同
伴
が
な
い
と
閲
覧
お
よ
び
複
写
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
大
学
非
常
勤
講
師
も
務
め
る
倉
澤
生
雄
准
教
授
と
と
も
に
行
っ
た
。
（
13
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
六
頁
を
参
照
。
（
14
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
一
頁
以
下
の
補
注
（
61
）
お
よ
び
同
二
八
九
頁
の
【
補
遺
Ⅵ
】
を
参
照
。
（
15
）
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
お
よ
び
明
治
大
学
博
物
館
に
お
け
る
原
典
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
複
写
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
に
明
る
い
、
本
学
事
務
職
員
の
真
鍋
亮
氏
と
今
村
暢
好
准
教
授
の
助
力
を
得
た
。
な
お
、
今
村
准
教
授
は
、
加
藤
拓
川
翁
の
顕
彰
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
が
松
山
大
学
学
園
報CREA
TIO
N
一
七
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/creation/178
/pdf
/13
.pdf
か
ら
閲
覧
可
能
）。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
出
力
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
事
務
職
員
の
高
橋
俊
彦
氏
と
松
本
孝
史
氏
の
協
力
を
得
た
。
（
16
）
し
か
し
、
復
刻
増
補
版
に
は
解
題
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
担
当
者
の
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
星
野
博
士
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
多
く
の
現
行
民
法
典
制
定
過
程
に
関
す
る
資
料
か
ら
慎
重
に
考
察
す
る
べ
き
解
題
作
成
作
業
よ
り
も
、
原
典
と
四
四
年
と
の
照
合
作
業
を
優
先
さ
せ
、
四
四
年
版
の
精
度
を
高
め
、
民
法
典
論
争
の
実
体
と
争
点
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/topics/detail.php?lif_id=1651
も
参
照
さ
れ
た
い
。
復
刻
増
補
版
の
解
題
作
成
は
、
担
当
者
に
課
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
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（
17
）
ご
親
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、「
星
野
博
士
は
、
毎
朝
四
時
か
ら
自
宅
の
書
斎
に
正
座
し
て
、
明
治
民
法
制
定
過
程
に
関
す
る
資
料
を
整
理
分
析
し
て
い
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
接
し
た
。
ご
親
族
は
、「
緻
密
で
丹
念
な
研
究
を
た
ゆ
ま
ず
行
う
学
者
」
と
い
う
よ
う
に
博
士
の
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
コ
ピ
ー
機
も
な
い
時
代
に
教
え
子
と
と
も
に
、
多
く
の
民
法
典
論
争
関
係
資
料
を
収
集
し
て
筆
写
し
た
博
士
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
ご
親
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
毎
回
宮
下
教
授
が
詳
細
な
記
録
を
作
成
し
て
下
さ
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
18
）
た
と
え
ば
、
四
四
年
版
一
六
頁
か
ら
は
じ
ま
る
増
島
六
一
郎
「
法
学
士
会
ノ
意
見
ヲ
論
ズ
」
を
例
に
と
る
と
、
原
典
に
は
表
題
も
含
め
て
全
文
に
つ
き
、
句
読
点
も
濁
点
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
四
年
版
一
六
頁
上
段
後
ろ
か
ら
三
行
目
か
ら
二
行
目
ま
で
の
「
蓋
過
言
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
、
此
意
見
ハ
諸
君
モ
知
ラ
ル
ル
如
ク
」
の
部
分
は
、
原
典
で
は
「
蓋
過
言
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
此
意
見
ハ
諸
君
モ
知
ラ
ル
ヽ
如
ク
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
四
年
版
一
六
頁
下
段
四
行
目
の
「
蓋
今
日
ニ
」
の
「
蓋
」
は
、
原
典
で
は
「
蓋
」
の
異
字
体
で
あ
る
「
盖
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
四
年
版
一
七
頁
下
段
二
行
目
の
「
事
タ
ル
ハ
」
の
「
事
」
は
、
原
典
で
は
「
㽃
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
19
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
に
お
け
る
「
復
刻
増
補
版
は
し
が
き
」
の
ⅰ
頁
か
ら
ⅱ
頁
ま
で
に
、
対
照
表
の
作
成
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
に
関
し
て
、
原
典
の
異
体
字
を
標
準
の
字
体
で
表
記
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
略
記
号
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
（
20
）
「
対
照
表
」
は
す
べ
て
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
で
作
成
さ
れ
た
が
、
担
当
者
が
民
法
典
論
争
研
究
会
に
こ
の
デ
ー
タ
を
出
力
し
た
も
の
を
持
参
す
る
に
あ
た
り
、
本
学
事
務
職
員
で
あ
る
清
水
淳
規
氏
が
、
会
員
が
見
や
す
い
よ
う
に
「
対
照
表
」
の
デ
ー
タ
を
加
工
し
て
出
力
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
復
刻
増
補
版
刊
行
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
事
務
は
、
や
は
り
本
学
事
務
職
員
で
あ
る
高
橋
尚
美
氏
が
処
理
し
て
く
れ
た
。
（
21
）
詳
し
く
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
七
九
頁
下
段
後
ろ
か
ら
九
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
【
補
遺
Ⅳ
】
を
参
照
。
（
22
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
九
二
頁
下
段
二
二
行
目
か
ら
二
九
三
頁
上
段
一
七
行
目
ま
で
の
補
注
（
4
）、
お
よ
び
同
三
〇
一
頁
上
段
二
行
目
か
ら
三
〇
二
頁
上
段
末
尾
ま
で
の
補
注
（
61
）
等
を
参
照
。
（
23
）
こ
の
Ｃ
Ｄ
版
の
正
式
名
称
は
、
岡
孝
編
（
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
）『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』（
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
）
で
あ
る
。
（
24
）
こ
の
再
照
合
（
校
正
）
作
業
に
つ
い
て
は
、
岡
・
前
掲
注
（
5
）
四
九
頁
か
ら
五
〇
頁
も
参
照
。
（
25
）
新
た
に
発
見
さ
れ
た
多
数
の
不
一
致
を
す
べ
て
再
校
刷
に
反
映
し
て
下
さ
っ
た
日
本
評
論
社
の
西
川
好
量
氏
に
も
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
26
）
再
校
期
間
に
校
務
の
た
め
宇
和
島
に
出
張
し
た
が
、
民
法
典
論
争
に
よ
っ
て
施
行
延
期
と
な
っ
た
旧
民
法
を
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
の
一
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一
）
一
九
人
と
し
て
修
正
す
る
任
に
当
た
っ
た
穂
積
陳
重
、
お
よ
び
そ
の
弟
で
延
期
派
の
代
表
的
な
論
客
の
一
人
で
あ
る
穂
積
八
束
の
出
身
地
に
お
い
て
も
復
刻
増
補
版
の
校
正
を
行
っ
た
こ
と
は
、
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。
（
27
）
こ
の
日
（
復
刻
増
補
版
の
奥
付
に
記
載
さ
れ
て
い
る
発
行
日
）
は
、
加
藤
拓
川
の
命
日
（
大
正
一
二
〔
一
九
二
三
〕
年
三
月
二
六
日
）
で
も
あ
る
。
な
お
、
復
刻
増
補
版
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
は
、978
－
4
－
535
－
51959
－
6
で
あ
る
。
（
28
）
校
訓
『
三
実
』
に
つ
い
て
は
、http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/gaiyou/kyoiku/rinen/rinen.htm
等
を
参
照
。
（
29
）
原
典
の
表
題
は
、「
民
法
草
案
財
産
篇
批
評
」
で
あ
る
（
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
五
七
頁
の
対
照
表
を
参
照
）。
（
30
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
九
九
頁
上
段
一
一
行
目
か
ら
同
頁
下
段
四
行
目
の
補
注
（
54
）
を
参
照
。
（
31
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
九
二
頁
上
段
後
ろ
か
ら
一
二
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
1
）
の
う
ち
、
同
頁
上
段
後
ろ
か
ら
一
行
目
ま
で
を
参
照
。
な
お
、
復
刻
増
補
作
業
に
つ
い
て
時
間
的
な
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
一
因
で
あ
る
。
（
32
）
四
四
年
版
二
五
一
頁
下
段
の
表
題
は
、「
法
典
実
施
意
見
書
ニ
対
ス
ル
弁
駁
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
典
で
は
「
法
典
実
施
延
期
意
見
書
ニ
対
ス
ル
弁
駁
」
と
な
っ
て
い
る
（
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
六
頁
の
対
照
表
を
参
照
）。
ま
た
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
一
頁
上
段
三
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
61
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（
33
）
星
野
博
士
は
、
た
と
え
ば
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
九
一
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
和
田
守
菊
次
郎
「
法
典
ノ
修
正
実
施
先
後
論
」
の
よ
う
に
、
各
号
の
出
典
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
論
文
や
意
見
書
等
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
同
六
一
頁
か
ら
は
じ
ま
る
磯
部
四
郎
「
法
理
精
華
ヲ
読
ム
」
や
同
二
二
四
頁
か
ら
は
じ
ま
る
「
法
典
実
施
断
行
意
見
」
が
そ
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
同
二
九
五
頁
上
段
四
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
14
）
お
よ
び
同
二
九
九
頁
下
段
五
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
55
）
に
お
い
て
、
各
号
の
出
典
を
補
充
し
て
い
る
。
（
34
）
た
と
え
ば
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
一
八
九
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
花
井
論
文
が
そ
う
で
あ
る
。
同
二
九
八
頁
上
段
一
九
行
目
か
ら
二
二
行
目
の
補
注
（
46
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
35
）
デ
ー
タ
入
力
さ
れ
た
照
合
結
果
の
担
当
者
に
よ
る
確
認
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
す
で
に
「
対
照
表
」
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
誤
り
が
判
明
し
て
い
る
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
三
〇
頁
の
最
上
段
（
同
一
四
六
頁
下
段
一
六
行
目
の
項
目
）
は
、
四
四
年
版
の
欄
が
「
シ
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
ー
氏
」、
原
典
の
欄
が
「
シ
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
ー
氏
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
、
前
者
が
「
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
ー
氏
」
で
、
後
者
が
「
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
ー
氏
」
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
山
田
卓
生
教
授
に
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
）。
ま
た
、
同
三
二
四
頁
最
下
段
（
同
一
七
五
頁
下
段
二
〇
行
目
の
項
目
）
の
原
典
の
欄
は
、「
他
人
ニ
再
嫁
シ
タ
ル
後
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
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く
は
、「
他
人
ニ
再
嫁
シ
タ
ル
後
ニ
」
で
あ
る
。
（
36
）
復
刻
増
補
版
に
お
け
る
星
野
博
士
の
略
歴
は
、
松
山
商
科
大
学
商
経
研
究
会
編
『
星
野
通
博
士
退
職
記
念
論
集
法
史
学
及
び
法
学
の
諸
問
題
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
）
三
九
三
頁
の
「
星
野
通
博
士
略
歴
」
等
を
参
考
に
作
成
し
た
。
（
37
）
筆
者
は
以
前
、
こ
の
『
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
』
に
つ
い
て
、「
星
野
通
博
士
（
松
山
商
科
大
学
第
二
代
学
長
）
の
民
法
典
論
争
研
究
（
一
〜
三
・
完
）」
と
題
し
て
若
干
の
考
察
を
行
い
、
本
学
学
園
報CREA
TIO
N
一
七
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
頁
（http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp
/creation/175
/pdf/10
.pdf
か
ら
閲
覧
可
能
）、
一
七
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
頁
（http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/creation/176
/pdf/08
.pdf
か
ら
閲
覧
可
能
）
お
よ
び
一
七
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
九
頁
（http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/creation/177
/pdf/12
.pdf
か
ら
閲
覧
可
能
）
に
連
載
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
他
日
を
期
し
て
拙
稿
に
ま
と
め
た
い
。
（
38
）
第
三
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
衆
議
院
は
、
す
で
に
貴
族
院
で
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
五
月
二
八
日
に
可
決
さ
れ
て
い
た
、
旧
民
法
典
全
編
を
施
行
延
期
と
す
る
民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
案
を
同
年
六
月
一
〇
日
に
可
決
し
（
こ
の
法
律
案
全
文
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
泰
甫＝
高
橋
良
彰
著
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
の
編
纂
』〔
雄
松
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
〕
二
九
六
頁
を
参
照
）、
同
年
一
〇
月
七
日
に
設
置
さ
れ
た
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
に
お
い
て
、
旧
民
法
典
全
編
を
予
定
ど
お
り
明
治
二
六
（
一
八
九
三
年
）
一
月
一
日
に
施
行
す
る
こ
と
が
不
可
と
さ
れ
、
人
事
編
お
よ
び
財
産
取
得
編
第
一
三
章
（
相
続
）
を
除
い
て
右
施
行
期
日
に
断
行
す
る
な
ど
の
一
部
断
行
論
も
賛
否
同
数
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
内
閣
は
、
右
法
律
案
の
裁
可
を
天
皇
に
上
奏
し
、
天
皇
が
右
法
律
案
を
明
治
二
五
年
一
一
月
二
二
日
に
裁
可
し
て
、
同
年
一
一
月
二
四
日
に
民
法
及
商
法
施
行
延
期
法
律
が
公
布
さ
れ
、
旧
民
法
典
は
、「
修
正
ヲ
行
フ
カ
為
」
全
編
に
つ
き
施
行
延
期
と
な
っ
た
（
同
法
律
の
全
文
に
つ
い
て
は
、http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/787987
/20
を
参
照
）。
右
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
広
中
俊
雄
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
と
そ
の
資
料
―
旧
民
法
公
布
以
後
に
つ
い
て
の
概
観
―
」
民
法
研
究
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
四
一
頁
か
ら
一
四
四
頁
ま
で
の
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
略
年
表
（
一
八
九
〇
年
〔
明
治
二
三
年
〕
以
降
）」、
高
橋
良
彰
「「
民
法
商
法
施
行
調
査
委
員
会
」
関
係
資
料
」
山
形
大
学
法
政
論
叢
一
〇
号
（
一
九
九
七
年
）
一
〇
三
頁
か
ら
一
五
二
頁
ま
で
、
大
久
保＝
高
橋
前
掲
書
二
九
二
頁
か
ら
三
〇
七
頁
ま
で
、
星
野
・
前
掲
注
（
7
）『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
一
三
三
頁
か
ら
一
三
七
頁
ま
で
お
よ
び
一
五
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
星
野
博
士
は
同
書
一
三
七
頁
に
お
い
て
、「
舊
法
典
は
永
久
に
葬
ら
れ
、
法
典
修
正
の
名
の
下
に
新
し
い
法
典
が
誕
生
す
る
結
果
と
は
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岡
・
前
掲
注
（
5
）
五
三
頁
か
ら
五
四
頁
も
参
照
。
（
39
）
法
典
調
査
会
が
旧
民
法
典
の
修
正
案
を
起
草
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
二
回
法
典
調
査
委
員
総
会
委
員
総
会
で
議
決
さ
れ
た
「
法
典
調
査
ノ
方
針
」
の
第
一
条
に
よ
く
現
れ
て
お
り
、
同
条
は
、
法
典
調
査
会
の
目
的
に
つ
い
て
、「
既
成
ノ
法
典
ニ
就
キ
各
条
項
ヲ
査
覈
シ
必
要
ノ
修
補
刪
正
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
調
査
ノ
目
的
ト
ス
」
と
し
て
い
る
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』（
日
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（
一
）
二
一
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
12
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）
一
一
頁
か
ら
二
八
頁
を
参
照
。
ま
た
、
大
久
保＝
高
橋
・
前
掲
注
（
38
）
三
〇
八
頁
お
よ
び
星
野
・
前
掲
注
（
7
）
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
一
七
一
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
（
た
だ
し
、
同
頁
で
は
「
修
正
刪
正
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
」
と
な
っ
て
い
る
〔
下
線
は
筆
者
に
よ
る
〕）。
加
藤
拓
川
翁
に
関
す
る
調
査
資
料
⑴
今
村
暢
好
本
学
園
の
三
恩
人
の
一
人
で
あ
る
加
藤
恒
忠
（
拓
川
）
翁
に
つ
い
て
は
、
そ
の
外
交
官
と
し
て
の
顕
著
な
活
躍
お
よ
び
松
山
市
長
と
し
て
の
本
学
へ
の
貢
献
が
他
の
研
究
と
の
関
係
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
本
学
に
お
い
て
は
、
拓
川
翁
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
が
他
の
三
恩
人
に
比
べ
る
と
未
だ
十
分
に
は
集
積
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
学
園
設
立
の
采
配
を
振
い
尽
力
し
た
拓
川
翁
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
で
、
そ
の
資
料
を
本
稿
（
本
号
以
降
）
に
お
い
て
紹
介
す
る
。
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1
】
時
代
の
人
に
語
ら
れ
る
加
藤
拓
川
翁
（
1
）
設
立
に
尽
力
し
講
義
開
始
一
ヶ
月
前
に
逝
く
（
2
）
松
山
大
学
の
前
身
「
松
山
高
等
商
業
学
校
」
の
寄
附
行
為
（
設
立
の
基
本
事
項
を
定
め
財
産
を
供
出
す
る
行
為
）
が
認
可
さ
れ
て
間
も
な
い
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
三
月
二
十
六
日
、
本
学
園
の
三
恩
人
の
一
人
で
あ
る
加
藤
恒
忠
（
拓
川
）
翁
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
学
の
講
義
開
始
ま
で
あ
と
わ
ず
か
一
ヶ
月
と
い
う
日
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
学
園
が
産
声
を
あ
げ
る
そ
の
時
に
、
拓
川
翁
を
失
っ
た
の
で
す
（
3
）。
拓
川
翁
は
、松
山
市
長
の
立
場
か
ら
、初
代
校
長
職
の
人
選
を
は
じ
め
計
画
の
初
期
段
階
か
ら
政
治
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
松
山
高
等
商
業
学
校
の
設
立
発
起
人
会
に
自
ら
も
名
を
連
ね
、
加
藤
彰
廉
先
生
（
三
恩
人
の
一
人
、
初
代
校
長
）
ら
と
と
も
に
設
立
運
動
の
中
心
と
な
り
、
設
立
時
に
は
理
事
と
し
て
も
本
学
園
の
誕
生
に
奔
走
さ
れ
た
の
で
す
（
4
）。
設
立
の
活
動
は
、
す
べ
て
市
長
時
代
の
出
来
事
で
す
が
、
新
田
長
次
郎
（
三
恩
人
の
一
人
、
温
山
）
翁
な
ど
の
有
力
者
達
に
懇
請
さ
れ
て
市
長
職
に
就
い
て
か
ら
病
魔
に
よ
り
辞
す
る
ま
で
は
、た
っ
た
の
十
ヶ
月
間
で
し
た
。こ
の
在
任
三
百
日
程
度
の
間
に
、
「
松
山
高
等
商
業
学
校
設
立
構
想
」
が
拓
川
市
長
に
発
案
者
・
北
川
淳
一
郎
氏
と
彰
廉
先
生
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
在
任
中
に
ほ
ぼ
実
現
さ
せ
た
の
で
す
（
5
）。
こ
れ
ほ
ど
の
短
期
間
で
達
成
で
き
た
の
は
、
拓
川
翁
の
優
れ
た
政
治
力
と
、
三
恩
人
な
ら
び
に
設
立
発
起
人
会
メ
ン
バ
ー
の
並
外
れ
た
実
行
力
に
よ
る
も
の
と
い
う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
実
に
意
思
の
強
固
な
男
で
あ
っ
た
」（
秋
山
好
古
）
拓
川
翁
は
、
秋
山
好
古
、
原
敬
、
西
園
寺
公
望
、
犬
養
毅
、
吉
田
茂
と
い
っ
た
時
代
を
代
表
す
る
人
物
か
ら
も
語
ら
れ
て
い
ま
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（
一
）
二
三
す
。
そ
こ
で
、
拓
川
翁
の
生
い
立
ち
を
追
い
な
が
ら
彼
ら
と
の
関
係
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
す
。
拓
川
翁
は
、
四
国
屈
指
の
漢
学
者
・
大
原
有
恒
（
観
山
）
の
三
男
と
し
て
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
秋
山
好
古
（
陸
軍
大
将
の
後
に
北
予
中
学
校
長
）
も
、
拓
川
翁
と
同
年
に
松
山
で
生
ま
れ
ま
す
。
両
名
と
も
十
一
歳
の
と
き
に
藩
校
「
明
教
館
」
に
入
学
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
好
古
と
は
終
生
の
友
と
な
る
の
で
し
た
。
質
実
剛
健
と
し
て
名
高
い
好
古
は
、
拓
川
翁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
加
藤
の
一
生
を
通
じ
て
考
へ
る
と
、
実
に
意
思
の
強
固
な
男
で
あ
っ
た
。
晩
年
絶
食
絶
飲
し
て
居
な
が
ら
も
自
分
の
し
や
う
こ
と
は
ど
し
〳
〵
遂
行
し
て
行
っ
た
。
こ
ゝ
に
彼
に
學
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。」
と
（
6
）。
「
加
藤
は
商
人
に
不
適
当
だ
か
ら
も
う
一
遍
、
役
人
に
な
る
の
が
良
い
」（
原
敬
）
加
藤
恒
忠
（
拓
川
）
翁
は
、
十
七
歳
の
と
き
に
上
京
し
、
司
法
省
法
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
生
涯
の
盟
友
と
な
る
原
敬
（
後
の
首
相
）
と
出
会
い
ま
す
。
原
敬
ら
と
と
も
に
拓
川
翁
は
、
法
学
校
に
抗
議
運
動
を
起
こ
し
た
結
果
、
と
も
に
放
校
処
分
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
拓
川
翁
は
仏
学
塾
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
科
大
学
に
留
学
す
る
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
で
書
記
官
と
な
っ
て
い
た
原
敬
に
推
薦
さ
れ
て
公
使
館
勤
務
と
な
る
の
で
し
た
。
こ
の
三
〇
年
後
に
、
拓
川
翁
が
一
度
外
交
官
を
引
退
し
銀
行
の
役
員
を
し
て
い
た
時
も
、同
じ
く
銀
行
の
役
員
だ
っ
た
原
敬
は「
加
藤
は
商
人
に
不
適
当
だ
か
ら
も
う
一
遍
、
役
人
に
な
る
の
が
良
い
」
と
述
べ
、
そ
の
わ
ず
か
数
年
後
、
原
敬
は
首
相
と
な
っ
た
と
き
に
、
拓
川
翁
を
特
命
全
権
大
使
に
任
じ
る
と
い
う
関
係
が
続
く
の
で
す
（
7
）。
「
西
園
寺
（
公
望
）
さ
ん
と
は
余
程
親
し
く
し
て
居
ら
れ
た
や
う
で
す
」（
吉
田
茂
）
（
8
）
外
交
官
と
し
て
歩
み
出
し
た
拓
川
翁
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
出
張
し
、
当
時
ド
イ
ツ
と
ベ
ル
ギ
ー
の
公
使
で
あ
っ
た
西
園
寺
公
望
（
後
の
首
相
）
と
仕
事
を
と
も
に
し
ま
す
。
こ
れ
以
来
、
西
園
寺
公
望
と
公
私
に
わ
た
り
親
密
な
関
係
を
築
き
、
外
交
官
と
し
て
松
山
大
学
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集
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活
躍
す
る
の
で
し
た
。
後
に
首
相
と
な
る
吉
田
茂
も
、「
外
務
省
に
於
い
て
は
加
藤
人
事
課
長
（
当
時
）
と
言
ふ
も
の
は
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
ま
し
た
」
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
（
9
）。
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
で
代
理
公
使
で
あ
っ
た
三
十
五
歳
の
時
、
視
察
中
の
新
田
長
次
郎
（
三
恩
人
の
一
人
、
温
山
）
翁
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
で
初
対
面
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
が
本
学
園
設
立
へ
と
つ
な
が
る
の
で
し
た
。
拓
川
翁
は
外
交
官
と
し
て
活
躍
の
後
、
松
山
選
出
の
衆
議
院
議
員
を
経
て
貴
族
院
の
勅
選
議
員
と
な
り
、
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
る
の
で
す
。
「
郷
里
の
青
年
教
育
だ
け
に
は
力
を
尽
く
し
た
い
」（
拓
川
翁
）
（
10
）
原
敬
首
相
暗
殺
事
件
と
同
時
期
に
、
拓
川
翁
は
食
道
を
患
い
始
め
ま
す
。
拓
川
翁
は
、
故
郷
松
山
に
帰
り
市
長
と
し
て
本
学
園
の
設
立
に
奔
走
し
た
後
、
各
界
の
有
力
者
達
が
見
舞
い
に
訪
れ
る
日
々
の
中
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
こ
の
世
を
去
る
の
で
し
た
。
『
加
藤
恒
忠
追
憶
座
談
会
』
に
後
の
首
相
・
外
相
た
ち
が
集
う
拓
川
翁
を
偲
び
『
加
藤
恒
忠
追
憶
座
談
会
』
が
開
か
れ
、
拓
川
翁
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
人
柄
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
同
僚
や
友
人
、
関
係
者
達
が
語
り
合
っ
て
い
ま
す
（
11
）。
そ
の
参
加
者
十
五
人
の
中
に
首
相
と
な
る
犬
養
毅
、
吉
田
茂
の
二
名
、
後
の
外
務
大
臣
三
名
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
だ
け
で
も
、
拓
川
翁
の
活
躍
ぶ
り
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
写
真
0
拓
川
會
編
の
『
拓
川
集
』
は
全
六
巻
で
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
刊
。
拓
川
翁
の
日
記
、
随
筆
、
書
簡
等
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
代
表
監
修
お
よ
び
表
紙
の
題
字
は
、
後
の
首
相
・
犬
養
毅
に
よ
る
も
の
。
初
巻
の
扉
頁
に
は
、
後
の
首
相
の
西
園
寺
公
望
に
よ
る
題
字
も
書
か
れ
て
い
る
。
拓
川
翁
の
人
と
業
績
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
本
学
図
書
館
で
閲
覧
可
能
。（
写
真
は
筆
者
所
有
の
も
の
）
写
真
1
外
交
官
と
し
て
長
く
過
ご
し
た
在
ベ
ル
ギ
ー
公
使
館
が
あ
っ
た
場
所
。
Ｅ
Ｕ
本
部
か
ら
す
ぐ
の
公
園
に
位
置
す
る
。（
写
真
の
中
央
奥
に
見
え
る
木
々
の
あ
る
公
園
が
そ
の
場
所
）
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写
真
2
ベ
ル
ギ
ー
の
ミ
ッ
デ
ル
ゲ
ル
ク
に
は
拓
川
の
別
荘
が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
喫
茶
店
（
上
）
と
眼
鏡
店
（
下
）
と
な
っ
て
い
る
。
写
真
3
こ
の
ミ
ッ
デ
ル
ゲ
ル
ク
海
岸
に
似
た
高
浜
海
岸
に
晩
年
は
移
り
住
み
、
そ
の
家
を
拓
川
翁
の
壽
夫
人
は
「
浪
の
家
」
と
名
付
け
た
。（
昨
年
九
月
の
法
学
部
Ｇ
Ｐ
委
員
会
視
察
に
て
撮
影
）
写
真
4
和
礼
服
姿
の
拓
川
翁
。
写
真
4
か
ら
7
に
つ
い
て
は
、
正
岡
明
氏
（
拓
川
翁
の
令
孫
）
の
貴
重
な
御
協
力
の
も
と
に
、
本
年
八
月
に
御
自
宅
に
て
撮
影
さ
せ
て
戴
い
た
同
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
拓
川
翁
の
顔
写
真
は
、
本
学
に
は
数
枚
し
か
存
在
し
な
い
。
今
回
、
こ
の
顔
写
真
以
外
に
も
貴
重
な
数
多
く
の
顔
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
さ
せ
て
戴
い
た
。（
な
お
、
正
岡
明
氏
所
蔵
の
写
真
デ
ー
タ
は
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
予
定
で
あ
る
。）
写
真
5
右
が
一
八
八
三
年
（
留
学
で
渡
仏
す
る
二
十
四
歳
）、
左
が
一
八
八
九
年
（
外
交
官
と
し
て
欧
州
各
地
に
赴
く
三
〇
歳
）
の
拓
川
翁
。
写
真
6
拓
川
翁
は
、
そ
の
外
交
官
や
議
員
等
で
の
顕
著
な
功
績
か
ら
死
後
に
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
写
真
7
﹇
写
真
上
﹈
拓
川
翁
の
新
居
「
浪
の
家
」
の
名
を
西
園
寺
公
望
が
揮
毫
し
た
額
装
の
書
。﹇
写
真
下
﹈
新
田
長
次
郎
（
三
恩
人
の
一
人
、
温
山
）
翁
が
、
親
友
の
拓
川
翁
逝
去
の
知
ら
せ
に
拓
川
翁
の
ひ
さ
子
夫
人
宛
に
送
っ
た
書
簡
。
三
恩
人
を
繫
ぐ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
（
1
）
松
山
大
学
学
園
報
『CREA
TIO
N
』（
二
〇
一
三
）
1
7
8
号
と
1
7
9
号
に
掲
載
し
た
原
稿
に
一
部
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。（
本
稿
で
は
、
最
小
限
の
注
釈
を
付
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
、
拓
川
翁
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
お
い
て
別
資
料
と
し
て
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。）
（
2
）
主
要
な
参
考
文
献
と
し
て
は
、
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
随
筆
篇
・
上
』（
昭
和
五
年
・
一
九
三
〇
年
）、『
拓
川
集
・
随
筆
篇
・
下
』（
昭
和
五
年
・
一
九
三
〇
年
）、『
拓
川
集
・
書
簡
篇
』（
昭
和
六
年
・
一
九
三
一
年
）、『
拓
川
集
・
日
記
篇
』（
昭
和
六
年
・
一
九
三
一
年
）、『
拓
川
集
・
追
憶
篇
』
（
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
年
）、『
拓
川
集
・
拾
遺
篇
』（
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
年
）、
井
上
要
『
北
豫
中
學
松
山
高
商
樂
屋
ば
な
し
』（
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
年
）、
松
山
商
科
大
学
『
松
山
商
科
大
学
六
十
年
史
』（
昭
和
六
〇
年
・
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
拓
川
翁
の
令
孫
で
あ
る
正
岡
明
氏
の
取
材
時
や
講
演
等
で
の
発
言
も
根
拠
と
し
て
い
る
。
（
3
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
拾
遺
篇
』
附
一
三
頁
。
以
降
、
拓
川
翁
の
生
い
立
ち
な
ど
は
こ
の
略
年
譜
に
基
づ
く
。
ま
た
、【
資
料
2
】
も
参
照
。
松
山
商
科
大
学
『
松
山
商
科
大
学
六
十
年
史
』
六
頁
以
下
も
参
照
。（
た
だ
し
、
同
・
六
十
年
史
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
の
文
献
で
は
、
拓
川
翁
が
亡
く
な
っ
た
日
を
三
月
二
七
日
と
し
て
い
る
が
、
二
六
日
が
正
確
な
日
と
思
わ
れ
る
。）
（
4
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
追
憶
篇
』
一
七
四
頁
。
（
5
）
井
上
要
『
北
豫
中
學
松
山
高
商
樂
屋
ば
な
し
』
一
二
五
頁
以
下
。
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（
6
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
追
憶
篇
』
一
頁
。
（
7
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
追
憶
篇
』
一
二
頁
。
（
8
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
拾
遺
篇
』
二
七
頁
。
（
9
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
拾
遺
篇
』
四
三
頁
。
（
10
）
井
上
要
『
北
豫
中
學
松
山
高
商
樂
屋
ば
な
し
』
一
〇
頁
。
（
11
）
拓
川
會
編
『
拓
川
集
・
拾
遺
篇
』
三
頁
以
下
。
【
資
料
2
】
加
藤
拓
川
翁
の
職
位
（
外
交
官
）
等
略
歴
年
月
日
種
類
職
位
・
官
位
・
勤
務
内
容
等
位
階
資
料
元
＊
一
八
八
六
年
六
月
一
五
日
任
交
際
官
試
補
辞
令
の
み
一
八
八
六
年
六
月
一
五
日
仰
付
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
公
使
館
在
勤
辞
令
の
み
一
八
八
六
年
六
月
一
五
日
敘
奏
任
官
五
等
辞
令
の
み
一
八
九
〇
年
一
一
月
六
日
命
帰
朝
従
七
位
官
報
二
二
〇
八
一
八
九
一
年
三
月
六
日
免
パ
リ
在
勤
（
官
報
二
三
〇
三
）
一
八
九
一
年
三
月
六
日
任
公
使
館
書
記
官
（
官
報
二
三
〇
三
）
一
八
九
一
年
三
月
六
日
命
総
務
局
政
務
課
勤
務
（
官
報
二
三
〇
三
）
一
八
九
一
年
三
月
六
日
敘
奏
任
官
四
等
（
官
報
二
三
〇
三
）
一
八
九
一
年
八
月
一
六
日
任
外
務
省
参
事
官
（
官
報
二
四
四
〇
）
一
八
九
一
年
一
〇
月
三
〇
日
任
大
臣
秘
書
官
（
官
報
二
五
〇
三
）
松
山
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一
八
九
二
年
三
月
二
九
日
任
公
使
館
書
記
官
正
七
位
（
官
報
二
六
二
三
）
一
八
九
二
年
三
月
二
九
日
命
フ
ラ
ン
ス
在
勤
官
報
二
六
二
三
一
八
九
二
年
一
一
月
一
六
日
允
許
フ
ラ
ン
ス
政
府
贈
与
勲
章
ノ
受
領
及
ヒ
佩
用
官
報
二
八
一
八
一
八
九
三
年
二
月
一
四
日
允
許
ス
ペ
イ
ン
摂
政
皇
后
贈
与
勲
章
ノ
受
領
及
ヒ
佩
用
従
六
位
官
報
二
八
八
六
一
八
九
三
年
一
一
月
一
〇
日
任
公
使
館
二
等
書
記
官
（
官
報
三
一
一
二
）
一
八
九
三
年
一
一
月
一
〇
日
敘
高
等
官
五
等
（
官
報
三
一
一
二
）
一
八
九
六
年
一
〇
月
九
日
任
公
使
館
一
等
書
記
官
官
報
三
九
八
七
一
八
九
六
年
一
〇
月
九
日
敘
高
等
官
四
等
官
報
三
九
八
七
一
八
九
六
年
一
〇
月
一
二
日
仰
付
臨
時
博
覧
会
事
務
官
（
官
報
三
九
八
九
）
一
八
九
七
年
四
月
三
〇
日
任
外
務
書
記
官
兼
外
務
大
臣
秘
書
官
正
六
位
（
官
報
四
一
四
六
）
一
八
九
七
年
四
月
三
〇
日
敘
高
等
官
四
等
（
官
報
四
一
四
六
）
一
八
九
七
年
四
月
三
〇
日
命
大
臣
官
房
秘
書
課
長
官
報
四
一
四
七
一
八
九
七
年
四
月
三
〇
日
命
兼
大
臣
官
房
記
録
課
長
官
報
四
一
四
七
一
八
九
七
年
四
月
三
〇
日
命
官
報
報
告
主
任
官
報
四
一
四
七
一
八
九
七
年
七
月
八
日
命
統
計
主
任
官
報
四
二
〇
五
一
八
九
七
年
一
〇
月
一
六
日
命
兼
大
臣
官
房
庶
務
課
長
官
報
四
二
九
〇
一
八
九
八
年
七
月
一
五
日
免
臨
時
博
覧
会
事
務
官
辞
令
の
み
一
八
九
八
年
一
一
月
七
日
敘
高
等
官
三
等
（
官
報
四
六
〇
八
）
一
八
九
九
年
四
月
一
七
日
命
文
官
普
通
懲
戒
委
員
辞
令
の
み
一
九
〇
〇
年
五
月
二
一
日
命
総
務
局
人
事
課
長
官
報
五
〇
六
三
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
任
兼
任
外
務
書
記
官
従
五
位
勲
五
等
（
官
報
五
一
七
八
）
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
命
総
務
局
人
事
課
長
官
報
五
一
七
八
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二
九
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
敘
高
等
官
三
等
（
官
報
五
一
七
八
）
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
任
弁
理
公
使
（
官
報
五
一
七
八
）
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
敘
高
等
官
二
等
（
官
報
五
一
七
八
）
一
九
〇
一
年
二
月
四
日
命
臨
時
勲
功
調
査
委
員
辞
令
の
み
一
九
〇
二
年
二
月
七
日
任
特
命
全
権
公
使
正
五
位
勲
四
等
（
官
報
五
五
七
七
）
一
九
〇
二
年
二
月
七
日
仰
付
ベ
ル
ギ
ー
駐
䎥
（
官
報
五
五
七
七
）
一
九
〇
二
年
一
二
月
二
八
日
授
賜
旭
日
小
綬
章
（
及
金
千
圓
）
（
官
報
五
八
四
八
）
一
九
〇
五
年
一
月
一
九
日
仰
付
万
国
海
事
会
議
委
員
（
参
列
）
辞
令
の
み
一
九
〇
六
年
四
月
一
日
授
賜
勲
二
等
瑞
宝
章
（
及
八
百
圓
）
従
四
位
勲
二
等
辞
令
の
み
一
九
〇
六
年
四
月
二
四
日
仰
付
ス
ペ
イ
ン
国
皇
帝
陛
下
結
婚
式
特
派
使
節
（
参
列
）
（
官
報
六
八
四
三
）
一
九
〇
七
年
五
月
九
日
免
特
命
全
権
公
使
（
官
報
七
一
五
六
）
一
九
〇
八
年
三
月
三
〇
日
敘
位
一
級
進
正
四
位
（
官
報
七
四
二
五
）
一
九
〇
八
年
五
月
一
九
日
証
衆
議
院
議
員
（
選
挙
区
「
愛
媛
県
松
山
市
」）
一
九
一
〇
年
三
月
一
六
日
授
賜
銀
杯
壹
箇
辞
令
の
み
一
九
一
二
年
五
月
二
七
日
任
貴
族
院
議
員
（
勅
選
）
正
四
位
勲
二
等
（
官
報
八
六
八
〇
）
一
九
一
七
年
一
二
月
一
五
日
仰
付
錦
鶏
間
祗
候
（
官
報
一
六
一
三
）
一
九
一
九
年
二
月
一
一
日
授
賜
金
杯
壹
箇
辞
令
の
み
一
九
一
九
年
八
月
一
二
日
任
特
命
全
権
大
使
（
官
報
二
一
〇
七
）
一
九
一
九
年
八
月
一
二
日
仰
付
シ
ベ
リ
ア
出
張
（
官
報
二
一
〇
七
）
一
九
一
九
年
八
月
一
二
日
免
錦
鶏
間
祗
候
（
官
報
二
一
一
一
）
一
九
二
一
年
四
月
二
三
日
嘱
託
外
務
省
事
務
正
四
位
勲
一
等
辞
令
の
み
一
九
二
三
年
三
月
二
七
日
敘
従
三
位
従
三
位
勲
一
等
（
官
報
三
一
九
五
）
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一
九
二
三
年
三
月
二
七
日
授
賜
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
（
官
報
三
一
九
五
）
＊
こ
の
職
位
等
略
歴
は
、
正
岡
明
氏
所
蔵
の
拓
川
翁
の
辞
令
に
基
づ
き
、
官
報
の
記
録
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
辞
令
が
存
在
し
、
さ
ら
に
官
報
に
お
い
て
も
確
認
が
と
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「（
官
報
番
号
）」
と
表
記
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。
正
岡
明
氏
に
は
、
西
園
寺
公
望
、
犬
養
毅
、
秋
山
好
古
な
ど
の
書
を
は
じ
め
と
し
て
拓
川
翁
が
遺
し
た
極
め
て
歴
史
的
価
値
の
高
い
資
料
を
惜
し
げ
も
な
く
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
面
的
な
ご
協
力
を
賜
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
調
査
し
た
同
資
料
に
つ
い
て
も
次
号
以
降
で
順
次
整
理
を
し
て
紹
介
す
る
。
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三
一
